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一
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淡
窓
・
戚
宜
園
の
放
学
・
遊
山
と
寺
社
参
詣

＼ノ

は
じ
め

に

虞
瀬
淡
窓
が
創
設
し
た
私
塾
成
宜
園
は
、
全
国
各
地
か
ら
、
実
に
五
千
人
を
超
え

る

門
下
生
が
そ
の
門
を
た
た
き
、
江
戸
時
代
最
大
の
私
塾
と
な

つ
た
。
成
宜
園
が

こ
れ
だ

け

の
発
展
を
遂
げ
た
所
以
は
、
「
三
奪

の
法
」
や

「
月
旦
評
」
に
象
徴
さ

れ
る
平
等
主

義
と
実
力
主
義

の
教
育
な
ど
、
斬
新
で
特
色
あ
る
教
育
が
実
践
さ
れ
た
こ
と
に
あ

っ
た

こ
と
は
多
く

の
研
究
者

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え

て
私
塾
と
し
て
の
成
宜
園

が
、
地
元
の
日
田
の
町
、
と
り
わ
け
豆
田
の
町
と
深

い
紐
帯
で
結
ば
れ
、
結
果
成
宜
園

と
豆

田
を

つ
つ
む
空
間

は
、
「
学

園

都
市

」
と

も
呼

べ

る
状
況

に
あ

つ
た

こ
と

も
、

こ

の
学
園

の
発

展
に
大
き

く
寄
与

し
た

の
で
あ

つ
た
。
そ

の
「
共
生

」
の
実
相

に

つ
い

て
は
、

本
書
本
編
『
鹿
瀬
淡
窓
と
成
宜
甲

近
世
日
本
の
学
校
遺
産
と
し
て
よ

（
二
〇

三

）

第
二
章
で
詳
論
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
成
宜
園

の
教
育
を
考
え
る
上
で
、
も
う
ひ
と

つ
の
大
き
な
特
色
を
あ
げ

ね
ば
な
ら
な

い
。
成
宜
園

で
は
、
堀
田
村

の
成
宜
園

の
構
内

で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

時
に
師
弟

同
行
し
て
、
時

に
は
塾
生
た
ち
だ
け

で
、

し
ば

し
ば
周
辺
の
山
野
、
河
川
、

神
社
・

仏
閣
な
ど
に
出
向

い
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
色
あ
る
学
園
生
活
の
前
提
な
り
契
機
と
な

っ
た

の
は
、
成
宜

園

の
特

色

の
ひ

と

つ
で
あ

る

「
放
学

」

で
あ

つ
た
。

こ

こ
で

「
放
学

」

と

は
、

塾

生

た

ち

を

毎
日
の
勉
学

一
筋

の
日
課
か
ら
解
放
し
、
よ

っ
て
日
常

の
抑
圧
感
を
解
消

し
、
翌

日

か
ら

の
学
業

に
活
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
放
学

の
日
に
あ

つ
て
は
塾

の
清
掃
、
井
戸
渡
え
、
餅

つ
き
な
ど
年
中
行
事
的
な

こ
と
も
行
わ
れ
た
が
、

中

で
も
塾

生

が
楽

し
み

に

し
た

の
が

「
山

に
遊

ぶ

」
、

つ
ま

り

「
遊

山

」

で
あ

つ
た
。

淡
窓

の
「
日
記
」
に
繰
り
返
し
現
れ
る
「
諸
生
遊
山
」
が

そ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
た

「
遊
山
」
は
、
今

日
の
学
校

で
い
え
ば

「
学
外
活
動
」
「
学
外
学
習
」
な
ど
に
あ
た
る

よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら

の
学
校
行
事
で
は
「
社
会
勉
強
」
や

「
心
身

の
鍛
錬
」

刊
J
r

な
ど
、
何
ら
か
の
教
育
的
目
標
な
り
目
的
が
伴
う

の
が
常

で
あ
る
が
、
成
宜
園
の
「
遊

山
」
は
そ
う

い
う
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
師
弟

は
、
自
由
l
に
日
田
の
各
地

に
出
向
き
、

遊
び
、
炊
飯
共
食
し
、
詩
を
読
む
な
ど
し
た
の
で
あ
る
。
淡
窓

の
自
伝
『
懐

旧
楼
筆
記
』

や

「
日
記
」

に
は
、

こ
れ
ら

の
放
学
・

遊
山
、

そ

し
て
、

こ
れ
と

か
か
わ

り

の
深

い
寺

社
等

の
参
詣
記
事
が
数
多
く
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
に
登
場
す
る
寺
社
、
名
所
・

旧
跡
等

は
、
今
日
、
現
地
を
確
認
で
き
る
所
だ
け
で
も
七
十
か
所
に
の
ぼ
る
。

成
宜
園
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
淡
窓
自
身

の
幼
時
か
ら

の
体

験
と
資
質
が
か
か
わ

つ
て

い
た
よ
う

で
あ

る
。
淡
窓

は
そ

の
幼
時

か
ら
、

日
田
の
自

然
を
こ
よ
な
く
慈
し
み
、
そ
の
中
に
点
在
す
る
神
社
・

仏
閣
等
に
遊
ぶ
の
を
何
よ
り
の
楽

し
み
と
し
て
い
た
。
『
懐
旧
楼
筆
藍

に
は
、
そ
の
こ
と
を
語
る
風
味

深

い
記
事
が
あ
る
。

余
、
幼
少

ヨ
リ
遊
戯

セ

シ
地
ヲ
挙
ケ
テ
云

へ
ハ
、
先

ツ
大
原

山
八
幡
宮
ナ
リ
。

コ

レ

ハ
毎
年
放
生
会

ノ
祭

リ
ア
リ
。

八
月
十

三
目

ヨ
リ
十
五
目

マ
テ
ナ
リ
。
共
時

ハ
毎

日
喜

一
度
、
夜

一
度
参
詣

シ
タ
リ
。
衆
人
ノ
群
集
シ
タ
ル
ト
、
売
物
ノ
店

二
満
チ
タ

ル
ト
、
戯

場
ナ
ト

ノ
種

々
ア
ル
ヲ
以
テ
、
娯
楽
ト

セ
リ
。
城
内

ノ
塑

目
閣

ニ
モ
、
数

数
登
り
、
家
人

一
同

ニ
、
閣
中

二
通
夜

セ
リ

コ
ト
ア
リ
。

又
、

羽
野
妙

見

ノ
嗣

ニ
モ

通
夜
セ

シ

コ
ト
ア
リ
。
羽
野
ノ
金

毘
羅

ニ
モ
登
リ

シ

コ
ト

ア
リ
。
東

ハ
会
庭
宮

八
幡
、

本
宮
八
幡

二
参

レ
リ
。
隈
川

ヨ
リ
南

ハ
越
原
観
音
、
鬼
城
観
音
、
普
門
寺
、
釜
淵
、

穴
平
、
護
願
寺
等

二
遊

ヘ
リ
。
西
北

ハ
吹
上
観
音
、
岳
林
寺

二
至
レ
リ
。

童
幼

ノ
時

ハ
野
外

ノ
遊
、
第

一
ノ
欒
ナ
リ
。
格
別
観
賞

ス
～

コ
ト
有

ラ
サ

レ
ト

モ
、

秘

カ

ニ
門
ヲ
出
ツ

レ

ハ
、
志
気
欣
欣
ト

シ
テ
其
彗

芋

カ
タ

シ
。
是

ハ
余

二
限

ラ
ツ
、

世
上

ノ
児
童

モ
皆

シ
カ
リ
。
此

二
因

テ
見

レ

ハ
、

山
水

田
野

ノ
楽

ハ
、
人

ノ
天
性

二

受

ケ
タ

ル
処

ニ
シ
テ
、
雅
俗

ノ
分
ナ
キ

コ
ト
、

ナ
ホ
四
端

ノ
人

二
於

ケ

ル
カ
如

シ
。

然

ル

ニ
十
四
五
歳

ノ
後

二
及

ン
テ

ハ
、
情

欲
内

二
生

シ
、
世
事
外

ヨ
リ
攻

メ
テ
天
性

ヲ
失

ヒ
、
山
水
ヲ
見
テ

モ
、
眉

ヲ
ノ
べ

ス
。
風
月

二
逢

ヒ
テ

モ
、
心

ヲ
欒

シ

マ
シ
メ
ス
。

天
受

ノ
欒

ヲ
失

フ

コ
ト
、
叉
ナ
ホ
人
ノ
利
欲

二
纏

ハ
レ
テ
、
四
端

ノ
良

心
ヲ
桔

（
カ
ク
）

亡

ス
ル
カ
如

シ
、
惜

マ
サ

ル

ヘ
ケ

ン
ヤ
、
悲

マ
サ

ル

ヘ
ケ

ン
ヤ
。

淡
窓
幼
時

の
こ
う
し
た
「
野
外

ノ
遊
」
に
、
多
く
は
両
親
や
親
族
が
同
行
し
た
で
ぁ

ろ
う
こ
と
を
思
え
ば
、

こ
う
し
た
自
然

へ
の
傾
斜
は
、
鹿
瀬
家

の
家
風

の
中
で
育
ま
れ
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